


















































1894年から 1897年にかけて，菊池は， (a) r空間幾何
























































































































































































































































































































(8) Kikuchi， Dairoku， 1913: ~nalytical Geometry: A 
textb∞k for use in koto gak<). Dai Nippon Tosho 
Kabushiki Kaisha， p.73. 
(9) ibid.，即ー 80-81.
(10)前掲『樹好学講義第一帯:.lI.附録xvii民
(ll)前掲『鮒可特誌義第←巻.lI，附撮xv-xvi頁.な
お， r幾何学の発達及分科jは東刺守教育会におけ
る講演言鳴であり，初出は『東洋学芸雑誌』第162
号.
(12)前掲『瑚可学講義第一巻:.lI.附録xvi-xvii頁.
(13)この図式で改造運動を捉えた場合，菊池の初等幾
何学に対ずる批判が高等教育機関における解析幾
何学を縮小させた問題意識と通底していたことが
理解しやすくなるであろう.
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